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⑥
ま
ち
が
い
や
す
い

印
紙
税

印
紙
裂
は
昨
年
全
面
的
に
改

正
さ
れ
ま
し
た
が
、
な
か
に
ま

ち
が
っ
た
印
紙
を
は
る
方
も
あ

り
ま
す
の
で
取
持
い
に
ご
注
意

一raA』い。
印
伝
説
の
か
か
る
主
告
で
、

同
じ
内
容
の
も
の
二
通
以
上
作

成
、
た
と
え
ば
仮
託
笹
な
ど
も

す
べ
て
印
紙
税
が
か
か
り
ま
す

文
書
の
写
、
副
本
ま
た
は
謄

本
は
、
原
則
と
し
て
印
紙
税
が

か
か
り
ま
せ
ん
c

し
か
し
記
載

内
容
が
夜
明
力
が
あ
る
も
の

は

写
、
副
本
ま
た
は
松
本
と
表
町

さ
れ
る
と
印
紙
割
引
が
か
か
り
ま

、す
c主
た
以
下
、
未
満
、
こ
え
る

も
の
で
す
が
、
た
と
え
ば
「
十

万
円

」
下
」
は

γ
万
四
が
含
ま

れ
、

一
十
万
円
未
祐
』
は
十
万

円
が
古
一
ま
れ
な
し
z
さ
ら
に
一

十
万
円
を
4
え
る
-
場
合
ー
も
十

万
円
が
否
ま
れ
ず
十
万

一
円
か

ら
で
す
c

(
八
雲
税
務
署
)

⑨
個
人
事
業
税
は
に
早

め四十
三
年
匹
以
病
人
事
業
税
の

納
入
通
知
哨
閣
が
送
付
さ
れ
さ
し

一一。
7
 一
期
分
は
主
側
で
八
月
三
十

一
日
が
納
期
3

二
期
分
は
右
側

で
寸
一
月
三
十
日
納
期
で
す
4

な
る
べ
く
早
め
に
納
め
ま
し
ょ

。
ぅ

④
便
利
な
郵
便
貯
金

本
人
票

罫
政
省
が
尭
汀
す
る
身
分
一
J
L

明
書
で
、
人
王
国
ど
ニ
の
郵
使
昂

で
も
自
由
一九
時
盆
を
払
日比
す-』

と
カ
で
き
ま
す
，
こ
れ
は
航
便

貯
金
本
人
主
で
す
む

ま
ず
所
定
。
用
紙

」
罰
金
吉一

の
写
主
を
は
り
、

貯
金
を
し
て

い
る
本
人

T
hる
-』
と
を
郵
政

布
が
町
首
唱
す
る
'
も
の
で
寸
。

こ
丹
念
人
#
に
よ
っ
て
通
帳
の

現
在
高
の
範
荷
な
ら
自
由
に
全

冨

f
--の
箆
彊
局
で
も
払
決
し

が
ヰ
ふと

4
7
0
こ
れ

U
E
旅
行

先
で
の
盗
難
、
判
明
土
品
防
止
で

き
、
き
が
る
に
旅
行
を
去
し
む

こ
と
が
で
き
、
ま
オ
&

o

'

l

J

引
求
方
法
に
、
最
近
保
う
た

写

R
一
枚
と
貯
金
通
帳
を
郵
便

罵
の
窓
口
に
出
す
と
祭
料
で
手

較
が
で
き
ま
す
。
く
わ
し
い
こ

と
は
迂
〈
の
郵
便
局
に
問
い
あ

わ
せ
下
さ
い
b

護士さドー豪"1"ii1!主

r;l 

⑥
北
海
道
一
日
年
記
念
に

三
十
九
人
参
列

北
海
追
百
年
目
偉
事
を
し
の

む
、
開
発
に
つ
く
し
た
人
ひ
と

に
慰
霊
日
意
を
表
寸
る
と
と
も

に
、
抱
主
発
展
の
快

E
を
新
た

に
し
、
輝
く
未
来
へ
の
希
芸
を

ニ
め
て
の
H

北
海
道
盲
年
民
主

復
興
H

が
九
月
二
日
札
幌
問
円

山
競
技
場
に
、
天
皇
、
皇
后
同

陛
下
こ
臨
慌
の
も
と
に
供
位
さ

れ
ま
す
。

今
金
町

hrり
も
町
旗
々
手
南

川
必
震
の
ほ
か
背
山
少
年
代
表
三

人
、
一
鮫
三
十
五
人
が
幸
列
す

る
こ
と
に
な
や
ま
し
た
。

⑥
永
年
勤
続
消
防
団

員
表
彰

マ
開
聞
毘
長
自
野
大、

E
E
葺

E
V令
団
長

多

田

貞

!一太郎、

沢
口
正
一

、
能
村
松
次
郎
マ
副

丹
団
長
松
井
正
里
、
強
川
=
一

太
郎
史
恒
留
治
マ
部

長

近

寄
角
u
F
E
.

遺
喜
重
太
認
、
阿
部

正
夫
木
村
容
去
、
小
池
額
一
、

布
箆
宜
、
及
川
良
、
山
石
哲
臨

旦
摂
使
次
郎
、
平
賀
銀
-
郎
、

わ
一勝
春
吉
、
阿
部
久
市
マ
班
長

杉
内
実
、
ー一大
法
保
有
山
崎
信

露
、
日
中
正
生
、
栗
山
幸
器
、

河
村
昭
去
、
本
田
二
二
、
必ナロ

帯
、
安
定
一
夫
、
髭
名
む
菱
、

， 

性
h

木
徳
一
二
匹
、
篠
間
在
喜
、

銘
方
二
草
、
安
吾
源
次
郎
、
山

口
援
佐
で
団
長
大
崎
弘
治
、

安
官
芳
草
一
、
を
荷
宿
直
、
今
野

政
事
、
小
山
竹
田
肌
、
小
山
守

広
目
下
昭
二
紅
、
出
~
村
山
内
制
吉

自
衛
管
募
集

応
事
者
は
役
場
町
畳
窪
に
こ
遼

ら
く
下
古
い
ω

加
算
思
給
の
請
求
は

早
め
に

旧
軍
人、

旧
軍
属
の
加
算
里

絵
を
う
け
る
権
料
は
、
近
く
時

効
に
な
り
ま
す
e

現
在
か
な
り

の
潜
在
来
品
求
者
が
あ
る
も
の

と
患
は
れ
ま
す
が
、
加
算
出
P
E
絵

の
う
ち、

扶
助
料
に
つ
い
て
は

九
月
一三

日
ま
で
、
普
通
胆
訟

に
つ

L
て
は
昭
和
田
ι
巴
年
九

月
三
十
日
ま
で
に
訪
中
不
し
な
い

と
時
効
に
な
句
主
寸
a

く
わ
し

い
こ
之
は
町
民
諜

ι問
隷
下
さ

、。L
 

よ
ろ
こ
び
・
か
な
し
み

(七
月
介
)

マ
出
生
叩
名
木
若
干
聖
子
、
畏

田
真
由
妻
、
多
田
文
江
、
九一谷

省
師
、
松
田
尚
史
、
再
智
忌
日
(

今
金
)
山
田
溝
、
白
山
吉
賢
一
(

H
H

丘
〉
千
葉
山
守
、
子
柔
収
へ
種

川
)

一
娃
鼠
2
組

1

匂

r
r
'
h出
れ

礼
寸
P

住

Z
L
小
山
正
司
令

訟

用
品
泊
予
(
今
生
)

-V
死
亡
9
名

晶、
h
m
u
t
、
田

中
ナ

y
、
3
一郎工ヲ」
2
7

訂
正
問
ー
打一

金
一
(
今
企
)
長
田

一宮
ア
ハ
人

買〉

k
野
安
正

Z
lw打
}
京
令

保
安
(
桁
首
相
)
石
立
戸
メ
(
日

代
)
葺

τ
山
内
耳
へ
組
柳
川
」

人
物
往
来

(七
月
凡さ

七
円

仕
山
支
出
寸
地
方
託

K
耶

批
軒
並
時

九

日

国

立

艶

t
p
M
V叫
円
山

i

骨
一
担
官
回
世
阿
存
め
た
の

十
回
商
飢
開
廷
ナ竹村

描
卦

技
官
打
ム
ロ
ゼ
の
た
め

十
二
日
桧
山
吉
町
れ
同
2
L
L
h

$
陀
菜
課
長
打
ム
n
せ

寸
八
日

松
山
主
昨
t
u
b

』
一長

事
hF量
裕

二
三
自
由
仁
町

huU人
投
山
、
摂

の
J

』一干の

ニ
同
日

日

高
史
、
一
三
ヘ
均
一

-ny
の
・ん
め

』


